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目的にABPC/SBT 1日6 gが投与された75歳以上の腎機能低下患者 (10 
mL/min ≤ CLcr < 50 mL/min) を対象とした。有効性は「呼吸器感染症に
おける新規抗微生物薬の臨床評価法」に基づいて評価し、さらに基準達成
ま で の 期 間 に よ っ て 、 著 効 、 有 効 の ２ つ に 分 け た 。 ま た 、
Pharmacokinetics-Pharmacodynamics (PK-PD) モデル式を用いて、血中濃
度推移及び、T ＞ MICを算出した。安全性評価はCommon Terminology 
 
Criteria for Adverse Events v5.0を用いて評価した。本研究は東京高輪
病院 倫理委員会の承認（No 2017-018）を得て実施した。 
【結果•考察】対象患者は 106 人(1 日 2 回(BID 群) 61 人、1 日 4 回(QID
群) 45人)であり、有効率（著効＋有効）は QID 群において BID群よりも




なかった。PK-PD シミュレーションにより、QID 群では血中 ABPC 濃度が
MICを超える時間が BID群よりも長いことが示され、今回の臨床データ解
析の結果とよく対応していた。 
【結論】腎機能が低下した後期高齢者の肺炎治療に ABPC/SBT 1 日 6 g を
投与する場合、2 分割よりも 4分割の方が優れている可能性があり、治療
選択肢として考慮可能と考えられた。 
